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◯輿石委員長 

 では、次に佐野委員、お願いします。 

 

◯佐野委員 

ちょっと地下市道空洞化箇所についてお聞きをしたいと

思います。 

政府からの防災・減災計画とか、あと国土強靱化計画の

インフラ整備としての一環で、甲府市として平成２５年度

に一部予算化して行われました路面下空洞化調査について

ですが、地元新聞に掲載をされましたけれども、このマイ

クロ波の反射波を解析して空洞を探したという、この点検

については、病院とか、あと指定避難所などにつながる緊

急輸送路の市道６０キロメートルで行ったということを確

認をしましたが、この危険度Ａ、Ｂ、Ｃに分けた結果が出

されたとお聞きしております。その内容をお聞かせくださ

い。 



◯輿石委員長 

 山中道路河川課長。 

 

◯山中道路河川課長 

 調査結果は空洞箇所の深度及び広がりから陥没発生の危

険度を評価しております。Ａランクが１１カ所、Ｂランク

が１６カ所、Ｃランクが１３カ所の合計で４０カ所の指摘

がございました。 

なお、ランクは危険度の高い順にＡランク、Ｂランク、

Ｃランクとなっております。 

 以上です。 

 

◯輿石委員長 

 佐野委員。 

 

◯佐野委員 

ありがとうございました。それではその結果を受けて、

今後この当局としてどういうふうに、どのような対応や、



お考えをお聞かせください。 

 

◯輿石委員長 山中道路河川課長。 

 

◯山中道路河川課長 

確認されました異常箇所につきましては、その周辺にあ

るマンホール、地下埋設物等の管理者に、まず土砂の侵入

等の調査、確認を行っていただきましたが、いずれもその

ような異常はなかったとの報告を受けています。 

そのため、調査結果の正確性を確認するために数カ所の

掘削を行ったところ、ほぼ調査データが示す位置、深度に

おいて空洞が確認されましたので、調査の精度は高いもの

と判断いたしました。今後におきましては、調査結果によ

る緊急箇所の補修を順次進めるとともに、平成２５年度に

行いました緊急輸送路の残り１８路線についても調査を行

うとともに、バス路線等についても調査を行っていきたい

と考えております。 

 以上です。 



◯輿石委員長 

 佐野委員。 

 

◯佐野委員 

きのうもここに、今新聞を持ってきたんですけれども、

大変危険なことに笛吹市石和町で道路陥没が発生をしてい

ますが、甲府市はこういうふうに未然防止としての取り組

みとか、あと、しかもこれは非破壊試験というんですかね、

検査というか、精度の高い検査でこのような要因となる空

洞化の発見と防止を今進めていくということもお聞きをし

ました。 

この施策推進については県内初だと思っていますし、全

国でも先進的な取り組みだと思っています。甲府市当局が

視察推進されることは大変にすばらしいと思いますので、

このような甲府市の防災に資する未然予防の推進をしてい

ることについては、我々も応援をしたいと思っております

し、早急な補修計画を策定していただいて、今後もこの年

次的な計画を進めていただければというふうに、市民も



我々も安心できることと考えますので、どうかよろしくお

願いします。 

 以上です。 

 

 


